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匠Methodの思考法（哲学者カントの知・情・意）
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意の思考

コンセプト思考

知の思考

論理思考

情の思考

デザイン思考

深く洞察し本質
を見抜き全体感
を持って方向性
を定める

人の立場や心を理
解し、ハートで物
事を見て存在しな
いモノやコトをカ
タチにする

論理展開ができ
抽象化・具象化
賢く判断し素早
い処理ができる
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カント「知・情・意」の一部の思考だけだと問題が生じる

意の思考

コンセプト思考

知の思考

論理思考

情の思考

デザイン思考

狙いと発想力が豊かで
分かりやすく魅力的で
あるが、深い説明がで
きない

魅力的かつ説明的で
あるが、まとまりが
感じられない

狙いが明確で、実現まで
の説明が分かりやすいが、
視野が狭く、あまり魅力
を感じない

論理的な展開ができ
るが、手段思考に、
はしりがち

魅力的な言葉やデザ
インはあるが、具体
的なアイデアやビジ
ネスに落ちない

狙い自体には魅力を感じ
るが、視野が狭く、アイ
デアに具現化できない
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夏目漱石、 『草枕』の冒
頭

「山路（やまみち）を登
りながら、こう考えた。
に働けば角が立つ、

に棹（さお）させば流さ
れる。 地を通せば窮屈
だ。 とかくに人の世は住
みにくい。」



SE4BSで共創型ビジネスを創る（３つの思考との関係）
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匠Methodのモデル（図）を活用する
１．１枚の図として使っても有効なものです
２．セットにして使うと更に有効なツールとなります
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意と情、それぞれに与える影響
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意の思考
（自分視点）

情の思考
（他人視点）
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視野を広げる

未来に向けて方向性を持たせる
意志から見て、不必要と思
えるステークホルダーの価

値をそぎ落とす

ステークホルダーから重
要と思える価値を意のモ

デルに落とし込む

自分達視点 他人視点（ステークホルダー）



ニーズデザイン力
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意の思考 情の思考
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昇華させる

社会的に実現不可能な（反社会的な）目標や葛
藤、満たすことができない欲求から、別のより
高度で社会に認められる目標に目を向け、その
実現によって自己実現を図ろうとすること

昇華とは更に意を強く持つ

自分達視点 他人視点（ステークホルダー）

ニーズデザインにおいては、意を昇華させることでニーズとしての価値を生み出し、
結果としてチームの意思をさらに強化する

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AC%B2%E6%B1%82


「知情意のサイクル」それぞれがそれぞれを強化する
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意の思考

知の思考
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進むべき方向性

視野の広さ

連結

情の思考

実現イメージ 実現イメージ

自分達視点 他人視点（ステークホルダー）

目標

①

② ②

③③



SE4BS価値創造プロセス
「知情意のサイクル」を集団の形式知としてサイクリックに形成する
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①形式知化（見える化）

④暗黙知化（心への浸透）

意の思考

知の思考

進むべき方向性

視野の広さ

連結

情の思考

実現イメージ 実現イメージ

自分達視点 他人視点

目標化

② ②

③

③

（共同化）個人の暗黙知 集団の形式知

①形式知化（見える化）

④暗黙知化（心への浸透）

③形式知化（見える化） ④暗黙知化（心への浸透）



SE4BS価値創造プロセス
「知情意のサイクル」を集団の形式知としてサイクリックに形成する

© Takumi Business Place 2009-2019 8

意の思考

知の思考

進むべき方向性

視野の広さ

連結

情の思考

実現イメージ 実現イメージ

自分達視点 他人視点

目標化

② ②

③

③

（共同化）個人の暗黙知
集団の形式知

②形式知化（見える化）

④暗黙知化（心への浸透）

③形式知化（見える化） ④暗黙知化（心への浸透）

□解説
①意と情における個人の想い・考えを集合意志
として見える化する（価値デザインモデルと価値分析モデル）

②意と情のモデル要素を連結し、知への目標と
する（要求分析ツリーの戦略要求）
また、連結の際に意と情の矛盾点・弱点を見抜き、
洗練・強化する
③連結化された戦略要求を基に業務/IT要求や活動を論理思考
により見える化する。
また、具体的な実現イメージが見えてくるので、その実現
イメージを持って意と情の洗練の為にフィードバックする。

④共同化による見える化された知情意それぞれを、
個人の心へ浸透させる

①形式知化（見える化）

④暗黙知化（心への浸透）


